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平
成
19
年
12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
30 
日
に
開
会
、
12 
月
19 
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大

綱
質
疑
、
ま
た
11
日
、
12 
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各

常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
、
提

出
議
案
63 
議
案
の
う
ち
、「
大
太
鼓
の
館
の
指
定
管
理
者
指
定
案
」
ほ
か
２
議
案

（
陳
情
案
件
）を
除
く
60
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
前
号

に
続
き
12
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

建
設
部
・
水
道
課
関
係

消
防
本
部
関
係

教
育
委
員
会
関
係

▲美しいハーモニーが、会場全体を包み聴衆

を魅了した第２回浜辺の歌音楽祭 

■
都
市
計
画
課 

 

水
害
で
被
災
し
た
都
市
公
園
２
箇
所（
米

代
川
河
川
緑
地
・
阿
仁
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
）
の
復
旧
は
、
災
害
実
地
査
定
が
11
月

下
旬
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
雪
解
け
を
待
っ

て
本
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。 

　
市
営
住
宅
に
仮
住
ま
い
を
希
望
し
た
被

災
避
難
者
に
は
、
緊
急
性
等
を
鑑
み
、
３
ヶ

月
を
限
度
に
無
償
貸
付
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
７
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。  

 

11
月
上
旬
に
「
北
秋
田
市
住
生
活
基
本

計
画
」
の
策
定
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
市
営
住
宅
の
整
備･

改
善
等
、
住
宅

行
政
に
適
正
に
反
映
し
ま
す
。 

■
建
設
課 

　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
の
平

里
橋
上
部
工
に
つ
い
て
は
、
12
月
中
、
道

路
工
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
完
成
予
定
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
整
備
交
付
金
事
業

大
野
台
幹
線
の
道
路
改
良
工
事
の
全
体
進

捗
率
は
約
80
％
で
す
。
単
独
事
業
の
七
日

市
松
沢
線（
妹
尾
館
地
区
）道
路
改
良
工
事

の
進
捗
率
は
約
85
％
、
ま
た
、
小
様
三
枚

線
の
進
捗
率
は
約
75
％
で
す
。 

　
豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て

は
、
道
路
災
害
61
箇
所
、
河
川
災
害
18
箇

所
、
橋
梁
１
箇
所
の
計
80
箇
所
の
災
害
実

地
査
定
は
41
箇
所
の
査
定
を
終
了
し
、
残

り
39
箇
所
の
査
定
は
11
月
中
で
終
了
す
る

予
定
で
す
。
採
択
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
早
期
復
旧
に
努
め
ま
す
。 

■
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
の
工
事
発
注
状
況
に

つ
い
て
は
、
鷹
巣
処
理
区
は
面
整
備
工
事

２
件
、
舗
装
復
旧
工
事
１
件
、
阿
仁
合
処

理
区
は
、
舗
装
復
旧
工
事
１
件
、
面
整
備

工
事
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
工
事
発
注
状
況

は
、
管
路
布
設
工
事
３
件
、
管
路
補
修
工

事
１
件
、
マ
ン
ホ
ー
ル
調
整
工
事
１
件
を

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
水
害
に
よ
り
公
共
下
水
道
の
合
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
及
び
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
、
前
田
地
区
ほ
か
８
地
区
に
お
い
て

被
害
を
受
け
、
木
戸
石
地
区
、
前
田
地
区
、

浦
田
地
区
、
西
地
区
は
、
11
月
中
で
災
害

実
地
査
定
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

補
助
災
害
の
採
択
要
件
に
満
た
な
い
地
区

は
市
単
独
復
旧
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。
採
択
さ
れ
た
地
区
は
、
早
期
復

旧
に
努
め
ま
す
。 

■
水
道
課 

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
鷹
巣
浄
水

場
耐
震
診
断
及
び
改
修
設
計
業
務
委
託
を

発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
合
川
・
森
吉
地
区

統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
の
、
合
川

高
区
配
水
管
布
設
工
事
（
φ
２
５
０
㎜

Ｌ
＝
１
２
７
０
ｍ
）
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
豪
雨
災
害
で
取
水
施
設（
ポ
ン
プ

場
）
９
箇
所
が
水
没
し
、
国
の
災
害
復
旧

査
定
に
向
け
て
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。  

   ■
常
備
消
防 

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
火
災
、
救
急
等

は
、
建
物
火
災
２
件
、
そ
の
他
火
災
１
件

で
、
損
害
額
は
４
１
７
３
千
円
で
す
。
　

救
急
出
場
は
３
３
７
件
で
昨
年
同
期
と
比

べ
12
件
の
減
で
、
搬
送
人
員
は
３
２
３
名

で
す
。
事
故
種
別
で
は
急
病
が
２
２
４
件
、

一
般
負
傷
が
39
件
、
転
院
搬
送
が
29
件
、

交
通
事
故
が
26
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
救

助
出
動
件
数
は
19
件
で
６
名
を
救
出
し
て

お
り
、
豪
雨
災
害
に
よ
る
４
名
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　
捜
索
は
２
件
発
生
し
、
豪
雨
の
際
行
方

不
明
と
な
っ
た
１
名
の
方
は
未
だ
発
見
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
鷹
巣
地
区
で
発
生

し
た
キ
ノ
コ
採
り
の
行
方
不
明
者
は
無
事

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防  

　
豪
雨
災
害
に
際
し
て
は
、
各
支
団
が
河

川
警
戒
、
冠
水
地
域
の
避
難
誘
導
等
に
出 

動
し
、
ま
た
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
消
防
団
各

支
団
が
各
地
区
で
放
水
訓
練
、
中
継
訓
練

の
実
施
、
火
災
防
止
及
び
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
促
進
に
関
す
る
チ
ラ
シ
配
布
を

行
い
ま
し
た
。 

 

   

■
総
務
課 

　
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
床
上
浸
水
の
被
害

を
受
け
た
合
川
中
学
校
は
、
被
災
し
た
設

備
の
復
旧
が
お
お
む
ね
終
了
し
、
学
校
生

活
や
授
業
が
平
常
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
収
穫
祭
が

行
わ
れ
、
留
学
生
や
地
域
の
方
、
そ
し
て

卒
園
生
も
多
数
参
加
し
今
年
の
豊
作
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。 

■
義
務
教
育
課 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
は
、
小
中
学
生
が

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
競
技
に
役
員
・
応

援
員
と
し
て
参
加
協
力
し
、
大
会
を
通
じ

て
大
き
な
感
動
と
喜
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
教
育
委
員
の
学
校
訪
問
を
、
小
・
中
・

高
等
学
校
22
校
に
お
い
て
実
施
し
、
学
校

経
営
や
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
、
生
徒
指

導
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。 

　
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
後
期
日
程
が
10

月
か
ら
12
月
ま
で
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
交
え
な
が
ら
各
小
・
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

■
高
校
教
育
課  

　
豪
雨
災
害
の
被
災
地
域
に
対
し
９
月
21

・
22
日
の
２
日
間
、
１
年
生
全
員
や
野
球

部
員
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
員
が
復
旧
作
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。 

　
市
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
、
秋
田
県

教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
要
請
訪
問
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
授
業
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

指
導
者
の
取
り
組
み
方
、
生
徒
へ
の
接
し

方
、
学
校
運
営
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
市
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ユ
ニ
カ
ー
ル
な
ど
18
競
技
に
選
手
役
員
お

よ
そ
１
５
０
０
人
が
参
加
し
交
流
や
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。 

　
地
方
街
路
工
事（
太
田
川
口
線
）の
用
地

買
収
に
伴
う
旧
鷹
巣
プ
ー
ル
の
解
体
工
事

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
な
ど
の
場
内
整
備（
外
構
）工
事
を
行
い

ま
し
た
。 

■
生
涯
学
習
課  

　
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
は
、
展

示
部
門
は
阿
仁
公
民
館
と
阿
仁
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
演
示
部
門
は
北
秋

田
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
芸
術
文
化
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
３
名

の
方
々
に
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
を
、

優
れ
た
作
品
を
発
表
さ
れ
た
３
名
の
方
々

に
北
秋
田
市
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
授
与
し
ま
し
た
。
文
化
祭
で
発
表
さ
れ

た
作
品
や
芸
能
等
は
内
容
も
一
段
と
充
実

し
て
お
り
、
連
日
多
く
の
市
民
が
鑑
賞
に

訪
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
北
秋
田
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
22
団
体

が
参
加
し
て
、
地
元
の
偉
大
な
作
曲
者
成

田
為
三
の
代
表
曲
「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ

め
と
す
る
合
唱
曲
を
披
露
し
、
多
く
の
聴

衆
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

            

■
公
民
館  

　
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
応
募
27
団
体･

個
人
の
中
か
ら
、
団
体

の
部
は
鷹
巣
中
央
小
学
校
が
、
家
庭
の
部

は
春
日
幸
子
さ
ん
が
市
長
賞
に
選
ば
れ
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
鷹
巣
中
央
小

学
校
は
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
も
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
第
44 

回

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し

ま
す
。 

■
国
体
推
進
室 

　
第
62
回
国
民
体
育
大
会
秋
田
わ
か
杉
国

体
で
は
、
秋
田
県
が
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を

獲
得
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
山
岳
競
技
が
森
吉
山

特
設
コ
ー
ス
及
び
森
吉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

開
催
さ
れ
、
秋
田
県
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
は
、
阿
仁
吉
田
特

設
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
は
天
皇
杯
17
位
で
し
た
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
鷹
巣
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
チ
ー
ム
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ

（
に
か
ほ
市
）が
初
優
勝
し
、
秋
田
県
の
総

合
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は
、
合
川
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
は
総
合
４
位
で
し

た
が
、
少
年
男
子
フ
ル
ー
レ
で
は
秋
田
県

が
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
民
泊
に
つ
い
て
は
、
心
温
ま
る
も
て
な

し
に
選
手
・
監
督
か
ら
「
今
ま
で
に
な
く

最
高
で
す
」
と
の
讃
辞
を
戴
き
ま
し
た
。 

　
大
会
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
、
今
国
体

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

▲３月に完成予定の平里橋 

▲たくさんの市民ボランティアや補助員に支

えられ成功裏に終えた秋田わか杉国体 

12月定例議会行政報告（その２）12月定例議会行政報告（その２）


